
  170  

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
学　

五
一
号�

一

函
し
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
。
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
途
中
で
ど
こ
に
も
立
ち

寄
ら
な
い
こ
と
が
大
事
だ
。
駅
前
の
書
店
で
立
ち
読
み
し
た
り
す
る
と
、
う

っ
か
り
本
の
上
に
ハ
ガ
キ
を
置
き
か
ね
な
い
。
置
い
た
ら
最
後
、
課
題
は
完

了
し
、
一
件
落
着
。
投
函
ど
こ
ろ
か
置
き
忘
れ
る
羽
目
に
な
る
。

　

さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
十
二
年
。
小
学
二
年
生
の
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。

　

あ
る
日
、
教
師
と
思
し
き
人
が
二
人
、
授
業
参
観
に
見
え
た
。「
信
濃
教

育
会
か
ら
来
ま
し
た
」。
信
濃
教
育
会
は
長
野
県
内
の
教
職
員
か
ら
構
成
さ

れ
る
自
発
的
職
能
団
体
で
、
一
八
八
六
年
に
設
立
さ
れ
た
。

　

先
生
の
一
人
が
黒
板
の
前
に
立
ち
、
熊
田
で
す
、
と
自
己
紹
介
し
、
こ
う

続
け
た
。

 
「
み
な
さ
ん
、
く
れ
ぐ
れ
も
わ
た
し
の
名
前
を
大
き
な
声
で
は
呼
ば
な
い
で

く
だ
さ
い
。
み
ん
な
ビ
ッ
ク
リ
し
て
逃
げ
て
い
き
ま
す
か
ら
」。
教
室
は
笑

い
の
渦
。
お
か
げ
で
六
十
年
あ
ま
り
経
っ
た
今
も
こ
う
し
て
覚
え
て
い
る
。

　

学
部
の
三
年
生
ご
ろ
だ
ろ
う
か
。
他
大
学
か
ら
移
っ
て
来
ら
れ
た
ば
か
り

の
磯
貝
先
生
が
社
会
心
理
学
の
初
回
の
授
業
で
、
自
己
紹
介
を
さ
れ
た
。
大

学
卒
業
後
、
長
野
県
の
信
濃
教
育
会
で
研
究
員
を
し
て
い
た
と
言
う
。
こ
ん

　

恩
師
の
贈
り
物

　

学
問
で
あ
れ
ば
な
ん
で
も
そ
う
だ
と
思
う
が
、
心
理
学
も
勉
強
を
重
ね
る

に
つ
れ
、
日
常
生
活
で
役
立
つ
知
識
も
増
え
て
い
く
。
そ
う
し
た
知
識
の
一

つ
に
ツ
ァ
イ
ガ
ル
ニ
ク
効
果
が
あ
る
。

　

ツ
ァ
イ
ガ
ル
ニ
ク
は
発
見
者
の
名
前
で
、
ツ
ァ
イ
ガ
ル
ニ
ク
効
果
と
は
、

途
中
で
終
わ
っ
た
ま
ま
の
課
題
は
忘
れ
に
く
い
現
象
を
い
う
。
私
が
こ
れ
を

知
っ
た
き
っ
か
け
は
、
五
十
年
前
に
学
部
で
受
け
た
磯
貝
芳
郎
先
生
の
授
業

だ
っ
た
。
そ
の
と
き
、
先
生
が
例
と
し
て
あ
げ
、
い
ま
だ
に
実
践
し
て
い
る

の
は
カ
バ
ン
に
し
ま
わ
な
い
こ
と
だ
。

　

た
と
え
ば
駅
に
向
か
う
途
中
で
ハ
ガ
キ
を
投
函
す
る
と
し
よ
う
。
そ
ん
な

と
き
は
、
ハ
ガ
キ
を
手
に
し
た
ま
ま
出
か
け
る
。
い
っ
た
ん
カ
バ
ン
に
し
ま

う
と
、
そ
の
時
点
で
中
途
半
端
な
状
態
、
つ
ま
り
緊
張
状
態
が
解
消
し
て
し

ま
う
。
そ
の
結
果
、
ポ
ス
ト
の
前
を
素
通
り
し
、
気
付
い
た
と
き
は
も
う
駅

の
構
内
。
し
か
し
手
の
中
に
あ
り
、
緊
張
状
態
が
続
い
て
い
る
か
ぎ
り
、
投

レ
ヴ
ィ
ン
の
贈
り
物 

　

川　

浦　

康　

至
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レ
ヴ
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ン
の
贈
り
物�

二

ん
な
当
た
り
前
の
こ
と
を
数
式
で
表
し
た
だ
け
。
当
時
は
そ
の
程
度
に
し
か

思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
十
数
年
前
、
自
己
責
任
論
が
社
会
的
争

点
と
し
て
浮
上
し
た
と
き
、
ま
っ
さ
き
に
頭
に
浮
か
ん
だ
の
が
こ
の
公
式
だ

っ
た
。

　

学
生
た
ち
と
話
し
て
い
て
も
、
自
己
責
任
論
を
肯
定
す
る
声
は
大
き
く
、

自
分
自
身
の
境
遇
や
か
か
え
て
い
る
問
題
を
「
自
己
責
任
」
と
「
諦
観
」
す

る
姿
を
目
に
し
て
き
た
。
そ
の
た
び
に
歯
が
ゆ
い
思
い
を
し
、「
確
か
に
あ

な
た
自
身
に
起
因
す
る
部
分
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
半
分
は
社
会
の

側
の
問
題
。
だ
か
ら
、
そ
ん
な
に
自
分
を
追
及
し
な
い
よ
う
に
」
と
言
い
続

け
て
き
た
。
半
分
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
自
分
の
側
に
原
因
を
求
め
す
ぎ

な
い
よ
う
に
強
調
し
た
。
そ
の
と
き
念
頭
に
あ
っ
た
の
が
レ
ヴ
ィ
ン
の
公
式

で
あ
る
。
い
つ
の
ま
に
か
、
汎
レ
ヴ
ィ
ン
主
義
者
に
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

　

こ
こ
で
、
彼
の
生
涯
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　

レ
ヴ
ィ
ン
は
一
八
九
〇
年
、
プ
ロ
イ
セ
ン
（
現
在
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
）
の
ユ

ダ
ヤ
人
家
庭
に
生
ま
れ
た
。
一
九
〇
五
年
、
家
族
は
ベ
ル
リ
ン
に
引
っ
越
し
、

彼
は
そ
こ
で
教
育
を
受
け
た
。
一
九
〇
九
年
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
大
学
に
入
学
、

そ
の
後
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
に
編
入
し
た
。
同
大
学
で
彼
は
社
会
主
義
運
動
に

参
加
し
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
と
の
闘
い
や
女
性
の
権
利
向
上
運
動
に
か
か
わ
っ

た
。
二
〇
歳
の
と
き
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
入
学
、
哲
学
と
心
理
学
を
学
ん
だ
。

一
九
一
四
年
、
ド
イ
ツ
軍
中
尉
と
し
て
従
軍
し
た
が
、
負
傷
し
、
大
学
に
戻

り
、
一
九
一
六
年
「
意
志
過
程
の
抑
制
に
お
け
る
心
的
作
用
と
連
合
の
根
本

法
則
」
で
学
位
を
取
得
し
た
。
翌
年
発
表
し
た
「
戦
場
の
景
観
」
は
自
身
の

兵
役
経
験
に
も
と
づ
い
た
研
究
で
、
レ
ヴ
ィ
ン
に
と
っ
て
最
初
の
学
会
誌
掲

載
論
文
で
あ
る
（
大
塚
弘
・
小
川
隆 

訳
編
（
１
９
４
２
）『
ド
イ
ツ
戦
争
心

な
場
面
で
信
濃
教
育
会
と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
と
は
思
い
も
し
な
か
っ
た
。

び
っ
く
り
し
て
、「
私
は
実
は
長
野
生
ま
れ
で
、
小
学
生
の
こ
ろ
…
…
」
と

熊
田
昇
先
生
の
一
件
を
話
し
た
。
す
る
と
、「
え
っ
、
そ
の
と
き
隣
に
い
た

の
は
ぼ
く
で
す
よ
」
と
、
予
想
外
の
言
葉
が
返
っ
て
き
た
。
あ
い
に
く
記
憶

に
は
残
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
事
実
上
、
十
二
年
ぶ
り
の
再
会
だ
っ
た
。

こ
の
奇
縁
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
後
も
共
同
研
究
や
本
の
分

担
執
筆
と
、
磯
貝
先
生
の
仕
事
を
手
伝
う
機
会
が
多
か
っ
た
。

社
会
心
理
学
者
レ
ヴ
ィ
ン

　

習
っ
た
当
時
は
当
た
り
前
の
こ
と
と
思
い
、
そ
の
重
要
性
に
気
づ
け
な
か

っ
た
知
識
も
あ
る
。
そ
れ
が
レ
ヴ
ィ
ン
の
公
式
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ま
や
、

こ
の
公
式
は
私
に
と
っ
て
心
理
学
か
ら
の
最
も
大
き
な
贈
り
物
と
な
っ
て
い

る
。
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
も
大
事
な
贈
り
物
で
あ
る
。

　

公
式
の
説
明
を
し
よ
う
。

　

レ
ヴ
ィ
ン
の
公
式
と
は
、
社
会
心
理
学
者
の
ク
ル
ト
・
レ
ヴ
ィ
ン

（Lew
in, K

urt

、
図
1
）
が
提
唱
し
た
公
式
、B

＝F （P, E

）
を
さ
す
。

　

Ｂ
はBehavior

（
行
動
）、
Ｆ
はFunction

（
関
数
）、
Ｐ
はPerson

（
人
）、
Ｅ
はEnvironm

ent

（
環
境
）。
Ｐ
と
Ｅ
の
あ
い
だ
に
あ
る
「
，
」

は
算
術
演
算
子
で
あ
る
。
乗
算
か
も
し
れ
な
い
し
、
加
算
か
も
し
れ
な
い
。

あ
る
い
は
別
の
関
係
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
人
の
行
動
は
そ

の
人
と
環
境
の
両
方
で
決
ま
る
こ
と
を
表
す
。

　

同
じ
人
で
も
状
況
や
環
境
に
よ
っ
て
行
動
は
異
な
る
し
、
同
じ
環
境
で
も

人
に
よ
っ
て
行
動
は
異
な
る
。
こ
れ
を
疑
う
人
は
ま
ず
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ



図 1　クルト・レヴィン
（https://en.wikipedia.org/wiki/Kurt_Lewin から）
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三

の
問
題
と
は
か
け
離
れ
た
も
の
が
出
て
く
る
。
レ
ヴ
ィ
ン
は
支
配
的
で
も
圧

倒
的
で
も
な
く
、
大
胆
な
思
い
つ
き
に
対
し
て
も
耳
を
貸
そ
う
と
す
る
」。

　

一
九
三
二
年
、
そ
の
評
判
か
ら
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
招
か
れ
、
客
員

教
授
と
し
て
六
ヶ
月
間
を
米
国
で
過
ご
し
た
。
状
況
に
よ
っ
て
人
間
行
動
が

決
定
さ
れ
る
と
い
う
主
張
は
、
当
時
、
主
流
だ
っ
た
行
動
主
義
や
精
神
分
析

か
ら
す
る
と
革
命
的
な
内
容
で
人
気
を
集
め
た
。

　

翌
年
、
い
っ
た
ん
帰
国
す
る
も
、
ヒ
ト
ラ
ー
が
首
相
に
就
い
た
こ
と
か
ら

将
来
を
危
惧
、
八
月
、
米
国
に
移
住
し
た
。
亡
命
後
は
、
名
前
の
発
音
を
ド

イ
ツ
風
の
レ
ー
ヴ
ィ
ン
（Leh-veen

）
か
ら
、
ル
ー
ウ
ィ
ン
（Lou-w

in

。

Lew
-in

と
の
説
も
あ
る
）
に
改
め
た
。
し
ば
し
ば
綴
り
を
間
違
え
ら
れ
、

電
話
が
か
か
っ
て
こ
な
か
っ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
た
め
だ
と
い
う
。

一
説
に
よ
れ
ば
、
子
供
が
ド
イ
ツ
風
の
読
み
方
を
い
や
が
っ
た
と
も
さ
れ
る

（
日
本
で
は
レ
ヴ
ィ
ン
と
い
う
表
記
が
定
着
し
て
い
る
）。

　

そ
の
後
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
を
経
て
、
一
九
三
五
年
、
ア
イ
オ
ワ
大
学
に
移

り
、
児
童
研
究
と
集
団
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。
レ
ヴ
ィ
ン
の
問
題
意
識
の
根

底
に
は
ヒ
ト
ラ
ー
の
存
在
が
あ
っ
た
。
民
主
的
社
会
と
は
ど
う
い
う
人
間
共

同
体
で
あ
る
べ
き
か
を
問
い
、
そ
の
中
で
、
民
主
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
人

間
の
成
長
の
あ
り
方
を
探
っ
た
。
彼
は
語
る
。

 
「
独
裁
的
状
況
と
民
主
的
状
況
に
お
け
る
行
動
の
差
異
は
個
人
個
人
に
差
異

が
あ
る
た
め
に
生
じ
た
の
で
は
な
い
。
独
裁
的
リ
ー
ダ
ー
に
当
た
る
と
ほ
ん

の
半
時
で
、
無
感
情
の
や
る
気
の
な
い
た
だ
の
人
間
の
集
ま
り
に
な
る
。
独

裁
制
か
ら
民
主
制
へ
の
変
化
は
、
よ
り
時
間
が
か
か
る
。
独
裁
制
は
個
人
の

上
に
お
し
つ
け
ら
れ
る
。
が
、
民
主
制
は
学
ば
ね
ば
な
ら
な
い
」。

　

翌
一
九
三
六
年
、
人
間
行
動
に
関
す
る
公
式
、B

＝F

（PE

）
を
発
表
し

理
学
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
）。
兵
士
と
非
兵
士
と
で
は
同
じ
物
理
環
境
に

あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
異
な
る
生
活
空
間
と
し
て
体
制
化
し
て
い
る
と
い
う
も

の
だ
っ
た
。

　

一
九
二
一
年
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
私
講
師
と
な
り
（
当
時
、
ユ
ダ
ヤ
人
は

教
授
に
な
れ
な
か
っ
た
）、
哲
学
と
心
理
学
を
教
え
た
。
学
生
同
士
で
討
論

す
る
時
間
が
多
く
、
そ
の
よ
う
す
を
弟
子
の
ア
ダ
ム
ス
は
次
の
よ
う
に
語
っ

た
。

 

「
人
数
は
四
～
五
人
か
ら
一
〇
人
。
討
論
は
出
た
り
入
っ
た
り
、
思
い
つ
き

の
質
問
か
ら
は
じ
ま
り
、
変
化
し
、
別
の
こ
と
を
持
ち
出
す
。
重
要
な
最
初



図 2　ブルーマ・ツァイガルニク
（https://en.wikipedia.org/wiki/Bluma_Zeigarnik から）
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レ
ヴ
ィ
ン
の
贈
り
物�

四

問
題
委
員
会
に
か
か
わ
り
、
宗
教
的
、
人
種
的
偏
見
を
解
消
す
る
た
め
の
施

策
づ
く
り
に
貢
献
し
た
。
一
九
四
七
年
二
月
十
二
日
、
五
六
歳
で
急
逝
、
心

臓
発
作
だ
っ
た
。

　

数
多
く
の
研
究
者
を
輩
出
し
、
多
方
面
の
業
績
を
残
し
た
こ
と
か
ら
、
レ

ヴ
ィ
ン
は
社
会
心
理
学
の
創
設
者
と
呼
ば
れ
る
（
前
記
の
引
用
は
、

M
alone, J. C. 

（2001

） G
estalt Psychology and K

urt Lew
in

、
マ
ロ

ー
（
望
月
衛
・
宇
津
木
保 

訳 

（
1‌

9‌

7‌

2
）『K

urt Lew
in

：
そ
の
生
涯
と

業
績
』、
シ
ェ
レ
ン
バ
ー
グ
（
早
川
浩
一
・
井
上
隆
二 

訳
（
1‌

9‌

8‌

1
）

『
社
会
心
理
学
の
巨
匠
た
ち
』、http://deeplytrivial.com

, W
ikipedia

、

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
か
ら
。
相
互
に
記
述
の
不
一
致
が
散
見
さ
れ
た
）。

　

生
活
空
間
（
人
と
環
境
を
含
む
事
象
全
体
）
の
体
制
化
が
目
標
に
対
す
る

緊
張
体
系
と
し
て
成
立
し
て
い
る
場
合
、
目
標
が
達
成
さ
れ
る
と
緊
張
が
解

か
れ
、
体
制
化
も
解
か
れ
る
。
こ
の
ツ
ァ
イ
ガ
ル
ニ
ク
効
果
を
実
証
し
た
ブ

ル
ー
マ
・
ツ
ァ
イ
ガ
ル
ニ
ク
（
1
9
0
1
―

1
9
8
8
）
は
レ
ヴ
ィ
ン
の
指

導
学
生
だ
っ
た
（
図
2
）。

オ
ル
テ
ガ
と
レ
ヴ
ィ
ン

　

同
時
代
を
生
き
た
ス
ペ
イ
ン
の
哲
学
者
、
オ
ル
テ
ガ
。
彼
の
主
著
に
『
大

衆
の
反
逆
』
が
あ
る
。
気
に
な
り
つ
つ
、
長
ら
く
放
っ
た
ま
ま
の
本
だ
っ
た
。

そ
れ
を
教
育
テ
レ
ビ
が
「
１
０
０
分
de
名
著
」
で
取
り
上
げ
た
（
放
送
は

二
〇
一
九
年
二
月
）。

　

講
師
役
の
中
島
岳
志
に
よ
る
テ
キ
ス
ト
を
繰
っ
て
い
る
と
、
こ
ん
な
見
出

し
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
。「
私
は
、
私
と
私
の
環
境
で
あ
る
」。
レ
ヴ
ィ

た
（Principles of T

opological Psychology

、
外
林
大
作
・
松
村
康
平 

訳
（
１
９
４
２
）『
ト
ポ
ロ
ギ
ー
心
理
学
の
原
理
』
収
録
）。
公
式
は
、
そ
の

後
、B

＝F （P, E

）
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

レ
ヴ
ィ
ン
は
一
九
四
三
年
（
四
四
年
と
も
さ
れ
る
）
に
母
を
亡
く
す
。
彼

が
八
方
手
を
尽
く
し
た
も
の
の
、
救
出
は
失
敗
に
終
わ
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に

あ
っ
た
ナ
チ
ス
強
制
収
容
所
で
命
を
絶
っ
た
。
こ
の
悲
劇
は
、
の
ち
の
研
究

生
活
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
。

　

一
九
四
四
年
、
レ
ヴ
ィ
ン
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
に
招
か
れ
、

集
団
力
学
研
究
所
の
所
長
に
就
任
し
た
。
翌
年
に
は
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
人
種
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tia

）
で
あ
る
」（「
環
境
に
つ
い
て
の
異
文
」、
佐
々
木
孝
に
よ
る
訳
）。

　

Environm
ent

とCircum
stance

と
用
語
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
レ

ヴ
ィ
ン
に
な
ぞ
ら
え
て
解
釈
す
れ
ば
、「
私
」
と
は
独
立
で
存
在
す
る
も
の

で
は
な
く
、
環
境
や
状
況
（
時
代
や
社
会
）
と
の
か
か
わ
り
で
生
じ
る
現
象

で
あ
る
。「
私
」
は
、
あ
る
環
境
の
中
で
行
動
す
る
私
で
も
あ
る
。
そ
う
で

な
け
れ
ば
現
象
に
な
り
よ
う
が
な
い
。
ま
さ
にB

＝F

（P, E

）
と
瓜
二
つ
。

付
け
加
え
る
と
、
中
島
の
い
う
「
自
分
の
能
力
を
過
信
す
る
こ
と
へ
の
強
い

懐
疑
」
と
は
、
裏
返
せ
ば
自
己
責
任
論
の
否
定
に
も
通
じ
る
。

　

オ
ル
テ
ガ
は
レ
ヴ
ィ
ン
よ
り
七
年
早
い
一
八
八
三
年
に
生
ま
れ
、
レ
ヴ
ィ

ン
逝
去
八
年
後
の
一
九
五
五
年
に
七
二
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
オ
ル
テ
ガ
の
生

涯
は
、
レ
ヴ
ィ
ン
の
生
き
た
時
代
を
ま
る
ご
と
カ
バ
ー
す
る
。
二
人
が
と
も

に
経
験
し
た
最
も
大
き
な
出
来
事
は
二
度
に
わ
た
る
世
界
大
戦
で
あ
る
。

　

二
人
の
間
に
交
流
は
な
い
。
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
二
人
の
思
想
に
は

共
通
点
が
見
ら
れ
る
。
時
代
精
神
の
な
せ
る
技
と
言
え
よ
う
。
か
れ
ら
は
、

全
体
主
義
に
翻
弄
さ
れ
た
時
代
の
中
で
、
そ
の
大
き
な
波
に
半
ば
す
す
ん
で

流
さ
れ
る
人
間
、
環
境
に
対
す
る
人
間
の
無
力
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

レ
ヴ
ィ
ン
の
公
式
と
そ
の
可
能
性

　

レ
ヴ
ィ
ン
はB

＝F

（P, E

）
に
つ
い
て
、
一
九
四
六
年
、『
児
童
心
理
学

便
覧
』
に
寄
せ
た
論
文
「
全
体
状
況
の
関
数
と
し
て
の
行
動
と
発
達
」
で
、

次
の
よ
う
に
説
明
す
る
（Cartw

right, D
. 

（Ed.

） （1951

） Field T
heory 

ン
の
あ
の
公
式
を
彷
彿
と
さ
せ
る
で
は
な
い
か
。
さ
っ
そ
く
、
そ
の
一
文
が

載
る
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
を
め
ぐ
る
思
索
』（
１
９
１
４
）
を
確
認
し
た
。

　

私
は
、
私
と
私
の
環
境
で
あ
る
。
そ
し
て
も
し
こ
の
環
境
を
救
わ
な
い
な

ら
、
私
を
も
救
え
な
い
。Benefac loco illi quo natus es 

（
生
ま
れ
し
場

所
に
祝
福
あ
れ
）
と
聖
書
も
言
っ
て
い
る
。
プ
ラ
ト
ン
学
派
で
も
、
す
べ
て

の
文
化
の
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
次
の
言
葉
を
う
た
っ
て
い
る
。「
外
観
を
救
え
」。

す
な
わ
ち
現
象
を
救
え
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
周
囲
に
あ
る
も

の
の
意
味
を
さ
ぐ
れ
と
い
う
こ
と
だ
（「
読
者
に
」、
佐
々
木 

孝 

訳
）。

　

冒
頭
の
一
文
は
英
語
で
は
、I am

 I, and m
y circum

stance. 

と
あ
る
。

中
島
は
、
こ
の
箇
所
を
以
下
の
よ
う
に
説
く
（『
１
０
０
分
de
名
著 

オ
ル

テ
ガ 

大
衆
の
反
逆
』
か
ら
）。

　

私
と
い
う
人
格
や
人
間
性
は
、
私
の
選
択
外
の
部
分
、
私
が
選
び
よ
う
の

な
い
あ
る
種
の
「
環
境
」
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。「
私
」
と
は
そ
の

よ
う
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、「
私
」
を
め
ぐ
る
状
況
、
環
境
と
直
接

的
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
、
オ
ル
テ
ガ
の
考
え
で
し
た
。（
略
）

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
「
私
」
を
取
り
囲
む
環
境
が
で
き

て
い
き
、
そ
の
環
境
と
の
関
わ
り
に
よ
っ
て
「
私
」
が
構
成
さ
れ
て
い
く
。

こ
こ
に
は
、
自
分
の
能
力
を
過
信
す
る
こ
と
へ
の
強
い
懐
疑
が
あ
り
ま
す
。

 

「
環
境
」
に
つ
い
て
、
オ
ル
テ
ガ
は
別
の
論
文
で
、
こ
う
言
及
す
る
。「
時

代
と
は
わ
れ
わ
れ
を
囲
み
取
り
巻
く
も
の
、
す
な
わ
ち
環
境
（circum

stan-
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心
理
学
は
、
そ
の
人
と
そ
の
人
の
環
境
を
含
む
生
活
空
間
を
、
一
つ
の
場

と
し
て
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

レ
ヴ
ィ
ン
は
、
Ｅ
は
Ｐ
に
依
存
し
、
Ｐ
は
Ｅ
に
依
存
す
る
と
主
張
し
た
。

つ
ま
り
環
境
と
人
は
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
環
境
は
人

に
よ
っ
て
異
な
り
、
そ
こ
に
は
認
知
環
境
も
含
ま
れ
る
。
他
方
、
人
は
環
境

に
よ
る
影
響
を
受
け
る
。

　

レ
ヴ
ィ
ン
は
ど
こ
ま
で
考
え
て
い
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
彼
の
公
式
は

拡
張
が
可
能
で
あ
る
。
従
属
変
数
の
Ｂ
（
行
動
）
に
は
、
彼
自
身
が
言
及
し

た
意
図
的
活
動
や
夢
、
願
望
、
思
考
、
会
話
、
言
動
に
加
え
、
達
成
や
努
力
、

さ
ら
に
は
人
生
ま
で
含
め
ら
れ
る
。
独
立
変
数
の
Ｐ
（
人
）
に
は
、
性
格
や

能
力
、
態
度
、
動
機
と
い
っ
た
内
的
要
因
が
、
Ｅ
（
環
境
）
に
は
、
個
々
の

場
面
か
ら
社
会
状
況
、
制
度
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
外
的
要
因
が
含
ま
れ
う
る
。

　

非
正
規
雇
用
や
失
業
、
貧
困
と
い
っ
た
社
会
格
差
が
語
ら
れ
る
際
、
し
ば

し
ば
本
人
の
問
題
に
帰
せ
ら
れ
る
。
ま
じ
め
に
働
く
気
が
な
い
か
ら
だ
、
や

る
気
が
な
い
か
ら
だ
、
と
い
っ
た
「
自
己
責
任
」
の
押
し
付
け
で
あ
る
。
対

策
も
そ
れ
を
前
提
に
講
じ
ら
れ
る
。
職
業
訓
練
機
会
の
提
供
や
資
格
取
得
の

支
援
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。
挙
げ
句
の
果
て
に
は
、
自
衛
隊
に
入
れ
て
鍛

え
直
せ
と
言
い
出
す
自
民
党
政
治
家
ま
で
出
て
く
る
始
末
で
あ
る
。
だ
が
、

こ
れ
に
よ
っ
て
社
会
格
差
は
解
消
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
図
式
を
レ
ヴ
ィ
ン
の
公
式
に
あ
て
は
め
て
み
よ
う
。
非
正
規
労
働
や

失
業
・
貧
困
状
態
が
Ｂ
に
入
り
、
Ｐ
に
は
、
た
と
え
ば
や
る
気
の
な
さ
が
入

る
。
だ
が
Ｅ
は
空
白
の
ま
ま
で
、
問
わ
れ
な
い
。
つ
ま
り
労
働
者
派
遣
法
の

拡
大
や
条
件
緩
和
に
よ
る
正
規
雇
用
枠
の
減
少
、
そ
れ
に
よ
る
労
働
条
件
の

in Social Science

、
以
下
は
抜
粋
）。

　

部
屋
の
中
の
お
も
ち
ゃ
な
ど
の
物
に
対
す
る
一
歳
児
の
反
応
は
、
母
親
が

い
る
と
き
と
い
な
い
と
き
と
で
大
き
く
異
な
る
。
抽
象
的
に
表
現
す
る
と
、

行
動
（
Ｂ
）
は
人
（
Ｐ
）
と
、
そ
の
人
の
環
境
（
Ｅ
）
の
関
数
、
す
な
わ
ち

B

＝F

（P, E

）
で
あ
る
。
こ
の
表
現
は
感
情
的
爆
発
の
み
な
ら
ず
、「
意
図

的
」
活
動
、
夢
や
願
望
、
思
考
、
同
じ
く
会
話
や
言
動
に
も
当
て
は
ま
る
。

　

行
動
に
関
す
る
こ
の
公
式
で
、
そ
の
人
（
Ｐ
）
の
状
態
と
、
そ
の
人
の
環

境
（
Ｅ
）
の
状
態
と
は
相
互
に
関
係
す
る
。
こ
の
こ
と
は
同
じ
子
供
が
空
腹

の
と
き
、
あ
る
い
は
満
腹
の
と
き
、
ま
た
元
気
い
っ
ぱ
い
か
疲
れ
切
っ
て
い

る
と
き
に
も
当
て
は
ま
る
。
つ
ま
り
、E
＝F
（P

）
と
な
る
。
そ
の
逆
も
真

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
人
の
状
態
は
そ
の
人
の
環
境
に
規
定
さ
れ
、P

＝

F

（E

）
と
な
る
。
励
ま
さ
れ
た
後
の
人
の
状
態
は
、
落
ち
込
ん
で
い
る
人

の
状
態
と
異
な
る
。
民
主
的
雰
囲
気
の
集
団
に
い
る
人
の
状
態
と
独
裁
的
雰

囲
気
に
い
る
人
の
状
態
も
異
な
る
。

　

要
約
す
る
と
、
行
動
と
発
達
は
、
そ
の
人
の
状
態
と
そ
の
人
の
環
境
と
に

規
定
さ
れ
る
と
言
え
よ
う
。
つ
ま
りB

＝F

（P, 
E

）
で
あ
る
。
こ
の
公
式

で
、
そ
の
人
（
Ｐ
）
と
そ
の
人
の
環
境
（
Ｅ
）
は
相
互
に
規
定
し
合
う
変
数

と
み
な
す
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
行
動
を
理
解
な
い
し
予
測
す
る
た
め
に
は
、

そ
の
人
と
そ
の
人
の
環
境
を
相
互
に
依
存
し
合
う
要
因
の
ひ
と
ま
と
ま
り
と

し
て
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
要
因
全
体
を
、
そ
の
個
人
の

生
活
空
間
（LSp, 

引
用
者
注
：Life Space

）
と
呼
び
、B

＝F

（P, E

）＝

F

（LSp

）
と
表
現
す
る
こ
と
に
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
生
活
空
間
は
、
そ
の
人

と
、
そ
の
人
の
心
理
的
環
境
の
両
方
を
含
む
。
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そ
れ
と
も
服
従
す
る
の
か
。
実
験
の
結
果
、
戦
場
か
ら
ほ
ど
遠
い
場
面
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
権
威
者
（
こ
こ
で
は
大
学
の
研
究
者
）
の
命
令
に
従

順
な
人
間
の
姿
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
山
形
浩
生 

訳
『
服
従
の
心
理
』）。

人
は
権
威
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
ま
れ
る
と
、
自
身
を
他
者
か
ら
の
要
求
を
遂

行
す
る
代
行
人
と
み
な
し
（
代
行
状
態
）、
そ
の
他
者
に
責
任
を
転
嫁
す
る

こ
と
で
、
自
身
の
行
動
に
責
任
を
感
じ
な
く
な
る
。
軍
人
勅
諭
の
一
節
も
、

心
理
学
的
に
は
、
強
制
す
る
一
方
で
代
行
状
態
を
促
す
は
た
ら
き
を
し
て
い

る
。

　

環
境
の
力
を
実
証
し
た
心
理
学
研
究
は
数
多
く
あ
る
。
す
ぐ
に
思
い
浮
か

ぶ
だ
け
で
も
、
傍
観
者
効
果
、
同
調
、
社
会
的
促
進
、
集
団
思
考
、
社
会
的

比
較
、
単
純
接
触
効
果
、
プ
ラ
イ
ミ
ン
グ
効
果
と
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

当
然
と
い
え
ば
当
然
だ
。
人
間
行
動
は
環
境
の
産
物
だ
か
ら
で
あ
る
。
た
だ

し
、
わ
れ
わ
れ
は
環
境
の
力
を
必
ず
し
も
自
覚
し
て
い
な
い
。

過
小
評
価
さ
れ
る
環
境
要
因

　

人
間
行
動
は
環
境
の
産
物
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
と
り
わ
け
他
者
の

行
動
に
つ
い
て
、
環
境
や
状
況
の
力
（
Ｅ
）
を
過
小
評
価
し
、
人
の
要
因

（
Ｐ
）
を
過
大
評
価
し
が
ち
で
あ
る
。
こ
の
特
徴
は
広
く
観
察
さ
れ
る
た
め
、

「
帰
属
の
基
本
的
エ
ラ
ー
」（Fundam

ental attribution error

）
と
呼
ば

れ
る
。
た
と
え
、
そ
の
行
動
が
強
制
さ
れ
て
な
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
て

も
、
そ
の
行
動
の
原
因
は
行
為
者
の
内
的
要
因
に
帰
属
さ
れ
や
す
い
。
強
制

さ
れ
た
事
実
、
つ
ま
り
環
境
要
因
の
存
在
は
無
視
さ
れ
、
あ
た
か
も
自
ら
進

ん
で
行
っ
た
か
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
る
。
こ
の
エ
ラ
ー
を
発
見
し
た
の
は

低
下
と
い
っ
た
環
境
条
件
は
考
慮
さ
れ
な
い
。
た
と
え
、
や
る
気
が
あ
っ
て

も
、
資
格
を
取
得
し
て
も
、
労
働
条
件
が
劣
悪
で
あ
れ
ば
働
き
続
け
ら
れ
な

い
。
労
働
に
か
か
わ
る
制
度
が
整
備
さ
れ
な
い
こ
と
に
は
安
定
し
た
労
働
や

一
定
の
収
入
も
見
込
め
な
い
。
も
ち
ろ
ん
個
々
人
の
資
質
や
性
格
は
無
視
で

き
な
い
。
し
か
し
、
人
は
も
と
も
と
多
様
で
あ
る
。
人
を
変
え
る
の
は
容
易

で
も
な
け
れ
ば
、
そ
も
そ
も
望
ま
し
い
こ
と
で
も
な
い
。
私
た
ち
が
変
え
ら

れ
る
の
は
人
で
は
な
く
、
社
会
や
制
度
、
つ
ま
り
Ｅ
で
あ
る
。
不
安
定
な
就

労
と
生
活
は
、
さ
ら
に
自
己
評
価
に
悪
影
響
を
も
た
ら
す
環
境
と
も
な
る
。

自
分
は
非
正
規
で
し
か
雇
っ
て
も
ら
え
な
い
存
在
な
の
か
、
正
規
雇
用
に
値

し
な
い
人
間
な
の
か
、
と
い
う
気
持
ち
は
個
人
の
尊
厳
を
損
な
わ
せ
る
か
ら

だ
。

　

行
動
に
占
め
る
環
境
要
因
の
力
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
、
結
果
と
し
て
人
要

因
の
力
は
小
さ
く
な
る
。
極
端
な
場
合
は
無
と
化
す
。
極
端
な
例
か
も
し
れ

な
い
が
、
戦
場
で
、
住
民
を
銃
殺
す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
兵
士
を
想
像
す

れ
ば
す
ぐ
に
納
得
で
き
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
殺
し
た
く
な
い
と
思
っ
て
も
、

人
道
主
義
価
値
観
を
持
っ
て
い
て
も
、
兵
士
は
上
官
の
命
令
に
逆
ら
え
な
い
。

戦
前
の
日
本
に
あ
っ
た
軍
人
勅
諭
に
は
「
下
級
の
者
が
上
官
の
命
令
を
承
る

こ
と
、
実
は
直
ち
に
朕
（
引
用
者
注
：
天
皇
）
が
命
令
を
承
る
こ
と
と
心
得

よ
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
上
官
に
逆
ら
う
こ
と
は
天
皇
に
逆
ら
う
こ
と
と
同
義

と
さ
れ
、
逆
ら
う
こ
と
は
本
人
の
死
を
意
味
し
た
。
た
と
え
逆
ら
っ
て
も
、

別
の
兵
士
が
遂
行
す
る
だ
け
と
い
う
状
況
で
も
あ
る
。

　

状
況
の
絶
大
な
力
を
実
験
室
で
再
現
し
た
研
究
が
あ
る
。
社
会
心
理
学
者

の
ミ
ル
グ
ラ
ム
が
一
九
六
三
年
に
行
な
っ
た
服
従
実
験
で
あ
る
。
権
威
者
か

ら
良
心
に
反
す
る
命
令
を
受
け
た
と
き
、
人
は
そ
の
命
令
に
抵
抗
す
る
の
か
、
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帰
属
の
基
本
的
エ
ラ
ー
を
、
社
会
心
理
学
者
の
山
岸
俊
男
は
「
心
で
っ
か

ち
」
と
呼
ん
だ
。『
心
で
っ
か
ち
な
日
本
人
』
と
、
こ
の
言
葉
を
書
名
に
含

め
た
彼
は
「
心
の
持
ち
方
さ
え
変
え
れ
ば
す
べ
て
の
問
題
が
解
決
さ
れ
る
、

と
考
え
る
『
精
神
主
義
』
が
、
そ
の
極
端
な
例
で
す
。
心
で
っ
か
ち
は
、
そ

の
結
果
、
た
と
え
ば
竹
や
り
で
ア
メ
リ
カ
軍
に
た
ち
む
か
う
な
ど
と
い
っ
た
、

と
ん
で
も
な
い
行
動
を
生
み
だ
し
て
し
ま
い
ま
す
」
と
説
明
す
る
。
さ
ら
に
、

「
心
で
っ
か
ち
な
人
の
典
型
は
（
略
）
現
代
社
会
の
問
題
を
す
べ
て
『
心
の

荒
廃
』
で
説
明
で
き
る
、
と
考
え
て
い
る
人
た
ち
で
す
」
と
、
こ
う
し
た
発

想
で
は
問
題
解
決
に
つ
な
が
ら
な
い
と
強
調
し
た
。

　

こ
の
主
張
は
「
心
で
社
会
を
解
釈
し
て
は
い
け
な
い
」「
問
題
の
本
当
の

姿
を
見
え
な
く
す
る
」「
お
説
教
よ
り
も
制
度
構
築
を
」
に
連
な
る
（
長
谷

川
眞
理
子
と
の
対
談
集
『
き
ず
な
と
思
い
や
り
が
日
本
を
ダ
メ
に
す
る
』）。

　

同
じ
く
社
会
心
理
学
者
の
唐
沢
か
お
り
は
、
自
著
『
な
ぜ
心
を
読
み
す
ぎ

る
の
か
』
で
、「
私
た
ち
は
行
動
の
原
因
を
推
論
す
る
際
、
状
況
要
因
よ
り

も
、
性
格
や
態
度
な
ど
の
行
為
者
に
関
わ
る
要
因
が
原
因
で
あ
る
と
考
え
が

ち
な
の
で
あ
る
」
と
書
き
、
帰
属
の
基
本
的
エ
ラ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
解
き
明
か
す
。

　

い
ず
れ
も
発
想
の
原
点
はB

＝F

（P, 
E

）
に
あ
る
。
現
実
の
人
間
行
動

は
Ｅ
な
し
で
は
生
じ
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
者
に
対
し
て
は
Ｅ

を
考
慮
し
よ
う
と
し
な
い
。
な
ぜ
な
の
か
。
そ
う
思
う
こ
と
で
心
の
平
安
が

保
た
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
自
己
の
行
動
の
原
因
に
つ
い
て
は
環
境
要
因
を
重

視
す
る
の
に
対
し
、
他
者
の
行
動
に
つ
い
て
は
内
的
要
因
を
重
視
す
る
。
こ

う
し
た
現
象
は
「
行
為
者
―
観
察
者
バ
イ
ア
ス
」
と
呼
ば
れ
る
。

 

「
行
為
者
―
観
察
者
バ
イ
ア
ス
」
の
応
用
に
、
ラ
ー
ナ
ー
（Lerner, M

. J., 

ジ
ョ
ー
ン
ズ
と
ハ
リ
ス
の
二
人
で
、
彼
ら
は
次
の
よ
う
な
実
験
を
行
っ
た

（Jones, E. E. &
 H

arris, V
., 1967

）。

　

被
験
者
は
、
キ
ュ
ー
バ
の
社
会
主
義
政
権
に
関
す
る
学
生
の
解
答
文
を
読

み
、
そ
の
書
き
手
の
政
治
態
度
を
推
測
す
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
た
。
作
文
の

内
容
に
は
政
権
支
持
と
政
権
反
対
の
二
種
類
が
あ
り
、
解
答
状
況
と
し
て
自

由
条
件
と
指
定
条
件
の
二
種
類
が
設
定
さ
れ
た
。
自
由
条
件
の
被
験
者
に
は
、

学
生
が
自
由
に
ど
ち
ら
か
の
立
場
を
選
ん
で
書
い
た
も
の
で
あ
る
と
の
説
明

が
な
さ
れ
、
一
方
、
指
定
条
件
の
被
験
者
に
は
教
師
の
指
示
を
受
け
て
書
か

れ
た
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　

実
験
の
結
果
は
以
下
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

自
由
条
件
で
は
、
作
文
の
内
容
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
こ
に
は
書
き
手
で
あ

る
学
生
の
真
の
政
治
態
度
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
み
な
さ
れ
た
。
こ
れ
は
当

然
の
結
果
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
若
干
程
度
は
弱
ま
る
も
の
の
、
指
定
条
件

で
も
同
じ
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。
教
師
に
指
示
さ
れ
て
書
い
た
作
文
な

の
だ
か
ら
、
論
理
的
に
は
、
そ
の
内
容
は
書
き
手
の
政
治
態
度
を
反
映
し
て

い
る
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
、
結
果
は
そ
う
な
ら
な
か
っ
た
。
教
員
に
指

示
さ
れ
た
と
い
う
環
境
要
因
は
過
小
評
価
さ
れ
、
書
き
手
の
内
的
要
因
（
態

度
）
が
過
大
評
価
さ
れ
た
。

　

外
的
要
因
の
軽
視
は
意
識
さ
れ
な
い
ま
ま
、
つ
ま
り
自
動
的
に
は
た
ら
く

た
め
、
内
的
要
因
の
過
重
視
を
排
除
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
人
は
、
行

動
の
主
体
は
本
人
で
あ
り
、
そ
の
行
動
に
は
そ
れ
な
り
の
動
機
が
あ
る
は
ず

だ
と
思
い
た
が
っ
て
も
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
認
知
機
制
を
抑
制

す
る
の
は
む
ず
か
し
い
。
大
事
な
の
は
、
自
分
も
含
め
、
人
は
「
帰
属
の
基

本
的
エ
ラ
ー
」
を
し
が
ち
だ
と
知
る
こ
と
で
あ
る
。
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レ
ヴ
ィ
ン
は
、「
よ
い
理
論
ほ
ど
実
用
的
な
も
の
は
な
い
」（T

here 
is 

nothing as practical as a good theory

）
と
語
っ
た
。
彼
の
シ
ン
プ
ル

な
公
式
は
応
用
が
効
き
、
こ
の
先
も
す
ぐ
れ
て
実
用
的
で
あ
る
。

［
川
浦
康
至 

（
2‌

0‌

2‌

0
） 

レ
ヴ
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物　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科

学
、
51
、
一
六
二
―
一
七
〇
］

1970

）
が
提
唱
し
た
「
公
正
世
界
仮
説
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

「
良
い
こ
と
は
良
い
人
に
起
こ
り
、
悪
い
こ
と
は
悪
い
人
に
起
こ
る
。
頑
張

っ
た
人
は
報
わ
れ
、
頑
張
ら
な
か
っ
た
人
は
痛
い
目
に
あ
う
。
悪
い
こ
と
を

し
た
ら
必
ず
罰
せ
ら
れ
る
。
世
界
に
は
そ
う
し
た
秩
序
が
あ
る
の
だ
と
考
え

る
こ
と
」
を
さ
す
（
村
山
綾
「
人
は
な
ぜ
被
害
者
を
責
め
る
の
か
？　

https://psychm
useum

.jp/show
_room

/just_w
orld/

）。

　

こ
の
よ
う
な
心
性
は
被
害
者
非
難
に
つ
な
が
る
。
た
と
え
ば
深
夜
、
路
上

で
暴
漢
に
襲
わ
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
き
た
と
き
、
そ
ん
な
遅
い
時
間
に
歩

く
ほ
う
が
悪
い
、
そ
も
そ
も
危
険
な
場
所
を
歩
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、

と
被
害
者
に
非
難
が
向
け
ら
れ
る
。
責
め
ら
れ
る
対
象
は
暴
漢
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
被
害
者
に
向
け
る
行
為
は
、
環
境
要
因
を
無
視
し
て
人
要
因

に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
で
も
あ
る
。
責
め
る
側
は
そ
れ
に
よ
っ
て
、
自
分
は
大

丈
夫
、
自
分
だ
っ
た
ら
こ
ん
な
被
害
に
会
う
こ
と
は
な
い
、
と
安
穏
と
し
て

い
ら
れ
る
。
も
し
事
件
を
環
境
要
因
に
帰
属
さ
せ
る
と
、
自
分
も
危
険
な
目

に
会
う
可
能
性
を
認
め
る
こ
と
に
な
り
、
心
配
も
高
ま
る
。
そ
こ
で
現
れ
る

の
が
自
己
責
任
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
被
害
者
は
残
業
で
遅
く
な
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
し
、
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
友
人
と
遅
く
ま
で
飲
ん
で
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
し
た
事
情
は
誰
に
で
も
あ
り
う
る
。
そ
れ
を
無
視
し

て
、
被
害
者
が
責
め
立
て
ら
れ
る
謂
れ
は
ま
っ
た
く
な
い
。

　

私
た
ち
は
、
常
に
環
境
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
行
動
し
て
い
る
。
だ
が
、

人
は
そ
の
事
実
に
気
づ
か
な
い
ま
ま
、
と
り
わ
け
他
者
の
行
動
に
つ
い
て

「
心
で
っ
か
ち
な
」
判
断
を
く
だ
す
。
そ
こ
に
は
、
自
分
は
主
体
的
に
ふ
る

ま
っ
て
い
る
と
思
い
た
い
気
持
ち
も
は
た
ら
い
て
い
よ
う
。
実
際
は
そ
う
で

は
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
で
あ
る
。


